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会社概གྷとこれまでのิみ
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会社概གྷ

会社໌
株式会社ELEMENTS
ELEMENTS, Inc.

設ཱི 2013೧12月

େන取గༀ 久ీ康弘

グループ会社 株式会社Liquid、株式会社MYCITY、株式会社IDEAL
株式会社SYMBOL、PT. Indoliquid Technology Sukses

従業員数 61໌（2022೧10月຦、࿊結）

事業಼༲
生ର೟証・画଀解析・機械学習技術を活༽した
個人೟証ソリューションと
衣食住における個人最న化ソリューションの開൅・఑供

受賞・採୔

・૱ແ省
「ICTイノベーション૓出チャレンジプログラム」

・経済産業省・૱ແ省
「IoT Lab Selection」୊1回グランプリ

・ಢཱི行政๑人஦小企業基൭整ඍ機構
「Japan Venture Awards 2018」JVA審査委員ௗ賞

(1) ITR「ITR Market View：アイデンティティ・アクセス管ཀྵ / 個人೟証型セキュリティ市場 2022」
eKYC市場：ベンダーพജ上金額シェア（2019೧ౕ実績〜2021೧ౕ༩଎）

研究・開൅
� AI（機械学習）の生ର೟証෾໼への応༽に஥眼

創業期

商༽化ఴ開

実証実験期
� テーマパークでの生ର೟証決済サービス
� 銀行ATMでのカードレス生ର೟証サービス

成ௗ開始

ཱིち上げ期
� AIクラウド基൭ (IoP Cloud)を఑供開࢟

2013
2014

2015
2016

2017
2018

成ௗ加ଐ

現在 2019
|

2022

� 「LIQUID eKYC」がeKYC国಼市場シェア No.1 
(2019೧ౕ実績 - 2021೧ౕ༩଎) (1)

� 「LIQUID Auth」など新機೵を௧加開൅

これまでのิみ
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コーポレート・ビジョン
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自෾だけのགྷોをஎることで、より自෾らしい生き๏を選୔できる世界に

Know You ! Fit You !

あなたのオシャレ あなたのඔັしい あなたの居心ஏのྒྷさ
ೖ常生活のカスタマイズを実現する

“IoP Cloud (IoP : Internet of Persons)” で個人೟証と個人最న化のサービスを఑供

೟証Identity 衣Clothing 食Food 住Shelter
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IoP (Internet of Persons) とは
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౲社グループがఈ義する「IoP (Internet of Persons)」を実現することにより、自෾のデータを活༽可೵な世界を実現

IoP が実現する世界IoP (Internet of Persons)

༹々な場所・サービスで自෾のデータを活༽可೵にヒトがネットワークに௜接繋がる概೨
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AIクラウド基൭ (IoP Cloud) とは
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「AIクラウド基൭ (IoP Cloud)」とはIoP実現のために「IoT センサー」×「ヒトに関するビッグデータ」×「 AI 」のૌみ߻わせにより、
個人を自ಊで೟証し、個人のಝ௅を解析し、モノ・サービスを個人に最న化するためのシステム

「個人೟証」と「個人最న化」の２つのソリューションを఑供

ユーザー（消ඇ者） ౲社グループ 事業者（顧客）

ᶅユーザーを೟証しデータを収集 ᶆユーザーのデータをฯ管・解析 ᶇ個人最న化されたモノ・サービスを఑供

ユーザー

ଡ༹なセンサーを介して
個人を೟証し

ユーザーから༹々なデータを収集 ユーザー

AIクラウド基൭ (IoP Cloud)

ユーザー

あらゆる個人೟証・個人最న化サービスを
顧客の事業者に఑供

� 生ର೟証によるログインの個人最న化
� 自෾のର型による衣ෲのカスタムオーダー
� 自෾の位஖情ๅに合わせた空௒の個พ制御
� 自෾の好みに応じた商඾のレコメンド

ྭえば・・・

個人೟証 個人最న化
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IDEAL FANTRY

౲社グループが取り組む社会課ୌ
「個人೟証」と「個人最న化」のソリューションによって、社会が์える課ୌの解決を໪指す

個人೟証ソリューション 個人最న化ソリューション

生ର೟証により

金༧൞罪のない
世界へ

೟証

൞罪ૌ織関༫が疑われる取引

೧間 ༁43ຬ件

ର型に合わせたෲ・靴の఑供により

າ஥ഉ棄のない
世界へ

衣✕最న化

アパレルの༪剰在庫

೧間 ༁15億஥

ᅄ好に合わせた食の生産・ഓ஖により

食඾ロスのない
世界へ

食✕最న化

食඾ロス

೧間 ༁612ຬᶨ

行ಊに合わせたエネルギー管ཀྵにより

エネルギーロスのない
世界へ

住✕最న化

ྮஈ๬などによるCO2ഋ出ྖ

೧間 ༁1.75億ᶨ
(1) ౲社の100%࿊結子会社 (2) ౲社が51%出資する࿊結子会社 (3) ౲社が44%出資する持෾๑న༽関࿊会社 (4) ౲社のプロジェクト໌ (5) ౲社の100%࿊結子会社
(6) 警視ு、2020೧「൞罪収益移఺๹止に関する೧次ๅ告書」 (7) 経済産業省、2021೧9月「ファッションのາཔに関するๅ告書」
(8) ૱ແ省、2017೧「૱ແ省人口推計（ฑ成29೧10月1ೖ）」 (9) 環境省、2021೧2月「୦୺ોに向けたライフスタイルに関する基ે資ྋ」

Liquid MYCITYSYMBOL（1） （2） （3） （4） （5）

（6） （7） （8） （9）
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౲社グループのソリューション಼༃
個人೟証ソリューションに含まれるオンラインຌ人確೟サービス「LIQUID eKYC」が౲社グループの主ྙサービスでജ上の༁７割を占める
個人最న化ソリューションは実証実験または商༽化フェーズ

食✕最న化

衣✕最న化

2022೧11月期୊３四ൔ期 ജ上高構成ർི

個人೟証
921 ඨຬ円

(73%)

個人最న化
337 ඨຬ円

( 27%)
೟証

住✕最న化

個人೟証
921 ඨຬ円 (73%)

಼、９割以上が

「LIQUID eKYC」

ജ上高

個人最న化
337 ඨຬ円

(27%)

LiquidFANTRY

MYCITY

IDEAL SYMBOL (1)

(1) SYMBOLの2022೧11月期୊３四ൔ期ജ上高は67ඨຬ円（ജ上高構成ർི：5%）ですが、 2022೧11月期୊４四ൔ期より࿊結子会社から持෾๑న༽関࿊会社にร更となり、以降はജ上高が計上されません
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個人೟証ソリューション：サービスラインナップ

� ネットバンキング、ECサイト、オンライン試験などの෱広い場໚
において活༽

� 「LIQUID eKYC」でຌ人確೟済のデータと自෾の顔画଀を照合す
ることで、継କదな౲人೟証を行い、成りすまし෈正を๹止

� 現在は商༽化フェーズ

ユーザーが「ౌ࿧されたຌ人（౲人）であるか」を
೟証するサービス

LIQUID Auth（౲人೟証）

� 金༧機関の口座開設や௪信会社の回線契༁のほか、
CtoCのシェアリングサービスやマッチングサービスでも活༽

� 顔写真෉きのຌ人確೟書ྪと自෾の顔画଀を照合することで、
申込者によるཔవや༥ส受け取りの手間を省ྲྀ

� ౲社グループの主ྙサービス

「申込者が実在するຌ人であるかどうか」を
確೟するサービス

LIQUID eKYC（ຌ人確೟）

ᶅຌ人確೟書ྪと顔を撮影してクラウドにૻ信
ᶆຌ人確೟書ྪ上の顔と撮影した顔を照合
ᶇຌ人確೟の結果をศ却
ᶈ顔情ๅはデータベースにฯ管

LIQUID eKYC

ᶉ顔のみを撮影してクラウドにૻ信
ᶊデータベースにฯ管していたຌ人確೟済の顔と
新たに撮影した顔を照合

ᶋ౲人೟証の結果をศ却

LIQUID Auth

個人೟証
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個人೟証ソリューション：事業系౹図
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Liquid

個人೟証
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個人೟証ソリューション：エコノミクスモデル
初期ඇ༽・固ఈཤ༽ྋ・従ྖ課金の３種ྪで課金しており、ཤ༽ྖに基づく従ྖ課金（ストック型収益）が主な収益源

಍೘企業数

個人೟証

಍೘支援

初期ඇ༽ ཤ༽ྖに応じた従ྖ課金

ཤ༽回数月額固ఈ

固ఈཤ༽ྋ

ୱ価
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個人最న化ソリューション：サービスラインナップ
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MYCITY

�オフィス向けサービス
専༽アプリを事業者に఑供し、ビル設ඍとの࿊携や各種センサーを௪じて、ユーザー個人の位஖情ๅを取ಚ
ಋ྇の所在や、会議室などのཤ༽状況を自席にいながらリアルタイムに確೟できることで、
フリーアドレスのオフィスでಉくユーザーにとって最నなಉき๏ができる環境を఑供

�住୒向けサービス
マンションデベロッパーが఑供する住୒機器の૤作システムに機೵を఑供
空௒、照໎、給౮などの各機器とスマートフォンアプリを࿊携し、最寄り駅についたタイミングで
ྮ๬をいれる、お෫࿌を෺かすなど位஖情ๅと࿊携した機器の自ಊ૤作により、
ユーザー個人にとって最నな฽らしをサポート

� 現在は商༽化フェーズ

住オフィス・住୒における生活環境の個人最న化

個人最న化



© ELEMENTS, Inc. All Rights Reserved.

個人最న化ソリューション：サービスラインナップ
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� 食඾小ജ事業者（コンビニ・ドラッグストア・スーパーなど）が఑
供するスマホレジ経༟で取ಚするユーザーの購ഛデータを解析し、
最నな商඾をリコメンドできるサービスを఑供

� 現在は実証実験フェーズ

FANTRY

� IDEALでは、ଏ型の３Dデータやསき慣れたパンプスの３Dデータ
をもとに、リコメンドサービスやセミオーダーサービスを఑供

� SYMBOLでは、衣ෲにおいて最నなサイズを఑案するサービスを
఑供

� 現在は実証実験フェーズ

IDEAL SYMBOL

食衣෌人靴 (パンプス)・衣ෲの個人最న化 食඾小ജの個人最న化

個人最న化



© ELEMENTS, Inc. All Rights Reserved.

個人最న化ソリューション：事業系౹図
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商༽化フェーズにあるMYCITYの事ྭ

MYCITY

個人最న化
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経営メンバー

୉岩ྒྷ行 / 取గༀ CTO

2013೧ フリーランスとして活ಊ
2014೧ ౲社೘社、取గༀ就೜

沖ీ 貴史 / 社外取గༀ

1999೧ ソフトバンク᷄೘社
2005೧ ベリトランス（現DGフィナンシャ

ルテクノロジー）େන取గༀ就೜
2016೧ ౲社取గༀ（監査౵委員）就೜
2016೧ SBI Ripple Asia ᷄େන取గༀ就೜
2020೧ Q᷄（現ナッジ᷄）େන取గༀ

久ీ 康弘 / େන取గༀ

2008೧ ୉࿪証券SMBC᷄
（現୉࿪証券᷄）೘社

2013೧ ౲社を૓業

௿岡 章 / 取గༀ CFO

1996೧ エッソ石་᷄
（現ENEOS HD᷄）೘社

1998೧ バンカース・トラスト೘社
1999೧ ドイツ銀行グループ೘社
2015೧ ౲社೘社、取గༀ就೜

山୫ ໎༺ / 取గༀ

2004೧ ᷄ディー・エヌ・エー೘社
2014೧ ౲社೘社、取గༀ就೜

松ీ 浩࿑ / 社外取గༀ

1996೧ 国際ు信ు࿫᷄（現KDDI᷄）೘社
2017೧ ౲社取గༀ（監査౵委員）就೜
2020೧ KDDI(株) 執行ༀ員 就೜

久ฯ ༡೯ / 社外取గༀ

1974೧ 伊౽ன商事᷄೘社
2008೧ 伊౽ன౐市開൅᷄೘社
2012೧ ಋ社取గༀ経営管ཀྵ୴౲ༀ員

兼経営管ཀྵ෨ௗ就೜
2016೧ ౲社取గༀ（監査౵委員）就೜

井上 伸一 / 社外取గༀ

1983೧ キヤノン൤ജ᷄೘社
（現キヤノンマーケティングジャパン䞞）
೘社

2008೧ ಋ社取గༀ就೜
2018೧ ಋ社常勤監査ༀ就೜
2022೧ ౲社取గༀ（監査౵委員）就೜
2022೧ ᷄アーケム監査ༀ就೜
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個人೟証ソリューション：オンラインຌ人確೟「LIQUID eKYC」
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AI審査（ຌ人確೟書ྪの自ಊ審査×顔照合による自ಊ൓ఈ）でຌ人確೟業ແを自ಊ化するサービス

個人೟証

これまでの
ຌ人確೟

✕ デメリット

૯口でଲ໚確೟ ༥ส局員がଲ໚確೟

・ଲ໚で確೟がචགྷ
・書໚コストが൅生
・人దミスが൅生

オンラインຌ人確೟
LIQUID eKYC

○ メリット

スマホで完結 AIによる自ಊ審査

・ౌ࿧の૥期化
・確೟作業が自ಊ化
・セキュリティ向上
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個人೟証ソリューション：LIQUID eKYC಍೘のメリット
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eKYCの಍೘で「૥い」「安い」の実現が可೵

個人೟証

口座開設手କきが૥い AI審査による業ແの自ಊ化

௪常

10ೖ前後
eKYCཤ༽

1時間以಼

௪常

680円
eKYCཤ༽

0円
� 申請情ๅとຌ人確೟書ྪの照合
� ຌ人確೟書ྪの༙効期限確೟
� གྷഓྂ個人情ๅのマスキング処ཀྵ

eKYC಍೘で自ಊ化できる作業

༥ૻコストの୉෱な削減が可೵

಍೘前

಍೘後

氏໌ 生೧月ೖ 住所 ༲๶
໪視確೟

手ಊマスキング ൓ఈ

審査完྅までのリードタイム

完྅

最୉ 1/10 に

(1) 金༧機関（銀行౵）が、新規口座開設のために、開設申込み༽紙にຌ人確೟書ྪのコ
ピーをశ෉して༥ૻする手順を取った場合の手କにかかる期間

(2) 金༧機関（銀行౵）が、新規口座開設のために、100g以಼ఈ形外༥ส෼ (140円）・一
ൢ書ཻ（435円）・ຌ人限ఈ受取（210円）のૌみ合わせで༥ૻをした場合の合計金額

(1)

(2)
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グループハイライト

市場のຳྙA あらゆるサービスがDX化される஦で、
ユーザー向けサービスのDX基൭となる೟証市場は拡୉஦

౲社グループ
の強みB

１自社がฯ༙する୉ྖのデータを機械学習することで、高いサービス඾質を実現
２ AI྘域ながら、ඬ準化のしやすいサービスで高い収益性を実現
３୉手金༧機関や௪信会社に಍೘実績のあるセキュリティ水準の高さ

成ௗ戦ྲྀC

１業界಼でのシェア拡୉
２ଠ業種へのఴ開
３新機೵によるアップセル
４個人最న化・個人情ๅ管ཀྵへの྘域拡୉
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市場のຳྙ：個人೟証ソリューションの市場環境

21

A 個人೟証

景気ಊ向・社会情勢・生活༹式౵にどのようなร化が生じても、絶ଲに

「ໃくならない」「චགྷ෈可欠」な社会ద機೵
生活のあらゆるシーンでච須となる೟証

ଲ象となる潜在ユーザー数
（国࿊推計による2022೧世界人口）

ଲ象となる潜在಍೘先

80億人

ໃ数 ヒトにモノ・サービスを఑供するસての企業・ૌ৭・஄ରがଲে

೟証とは

ヒトの社会経済活ಊは「೟証」基൭の上に構஛されている
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市場のຳྙ：個人೟証ソリューションの市場環境A 個人೟証

2024೧ౕ
63億円

2030೧
2,501億円 (3)

($1,786 mn)

౲社個人೟証
ソリューションജ上高
（2021೧11月期）

(1) 株式会社໾໼経済研究所「eKYC市場に関する௒査(2021೧)」(2021೧７月27ೖ൅න) (2) SDKI Inc.「Global Identity Verification Market, 2020–2030」(16, September 2021) (3) $=¥140

現在ஏ

2030೧
1஻4,092億円(3)

($10,007 mn)

CAGR = 17.4%
(2021 - 2030)

CAGR = 17.2%
(2021 - 2030)

CAGR = 11.5%
(2020೧ౕ - 2024೧ౕ)

eKYC市場規ໝ༩଎ (1)

� 国಼eKYC市場におけるシェア
の拡୉

Japan ID Verification Market size (2)

（ೖຌのຌ人確೟市場規ໝ༩଎）

� eKYCの業種拡୉
� LIQUID Authによる、取引時೟証への
拡充

APAC ID Verification Market size (2)

（APACのຌ人確೟市場規ໝ༩଎）

� アジアஏ域における海外案件獲ಚに
向けた取りૌみ

� インドネシアJV設ཱི

情ๅ源

౲社のアクション
� 国಼୉手金༧・
௪信キャリア౵での採༽

8.6億円

潜在దな市場規ໝは、APAC（アジアଢฑ༺ஏ区）市場を見据えると、1஻4,000億円規ໝの見込み



© ELEMENTS, Inc. All Rights Reserved.

市場のຳྙ：೟証サービスがචགྷとされるഐ景

23

DX化によりຌ人確೟のචགྷ性がଁし、セキュリティとཤส性をྈཱིする೟証手ஊのニーズが拡୉

個人೟証

あらゆるサービスがDX化され、ユーザーの機ඏな情ๅがネット上に集まる

ネット上に機ඏな情ๅが集まるにつれて、サイバー൞罪がଁ加

ຌ人確೟の厳格化
ཤส性のఁ下

� サイバー൞罪๹止のため、身෾証によるຌ人確೟など೟証๏๑の厳格化
� セキュリティགྷ件を上げることで、ユーザーのཤส性がఁ下

サイバー൞罪のଁ加

DX化の加ଐ

上記課ୌの解決のため、
セキュリティ強化とユーザーのཤส性向上をྈཱིする手ஊとして、

生ର೟証による個人೟証のニーズが拡୉

A



© ELEMENTS, Inc. All Rights Reserved.

身元確೟(1) ཤ༽シーン（ྭ） ೟証๏๑ ユーザビリティ

市場のຳྙ：オンラインຌ人確೟（eKYC）とଠ೟証手ஊのർ較

24

オンラインຌ人確೟（eKYC）は、身元確೟がචགྷなシーンにおいてセキュリティとユーザビリティをྈཱིする೟証手ஊ

A 個人೟証

(1)ౌ࿧する氏໌・住所・生೧月ೖ౵が正しいことを、身෾証などにより証໎/確೟すること

� 銀行口座開設
� 証券アカウント開設
� 携ଵキャリア回線契༁
� シェアリングサービス（車、家、スキルなど）
� マッチングサービス（࿂愛、人材など）
� 古෼商

� 携ଵు࿫のロック解除
� 身元確೟をචགྷとしない各種サービス

オンラインຌ人確೟
（eKYC）

ຌ人限ఈ受取༥ส
ଲ໚での身元確೟

FIDO೟証
（スマホ೟証など）

SMS೟証

△

◯චགྷ

෈གྷ

＋

◎
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市場のຳྙ：公ద個人೟証における活༽可೵性
公దサービスのデジタル化に൒い、個人೟証の活༽シーンの拡୉を໪指す

A 個人೟証

(1) ૱ແ省、2020೧11月「マイナンバーカードの機೵のスマートフォン౧載౵に関する検౾会（୊1回）」ഓා資ྋ
(2) ૱ແ省、2020೧12月「マイナンバーカードの機೵のスマートフォン౧載౵に関する検౾会、୊1次とりまとめ」ഓා資ྋ

� 2022೧಼ౕにAndroid୼຦への౧載を໪指す
� iPhoneについても૥期実現を໪指す

� ຿間事業者が身元確೟済のు子証໎書を൅行する可೵性があり、౲社グループも౲該事業者のཱིち位஖をૄう
� 公ద個人೟証サービスとට෉けられたు子証໎書を൅行する຿間事業者になるには、オンラインຌ人確೟

（eKYC）をはじめとする೟証྘域での実績やシェアが重གྷ項໪であると思ྂ

公ద個人೟証における活༽の
可೵性に関する考査

૱ແ省による検౾の๏向性 (1) ు子証໎書のスマートフォン౧載スケジュール (2)

2020೧ౕ 2021೧ౕ 2022೧ౕ 2023೧ౕ

システム整ඍ 検౾会 実証実験 システム構஛ スマホ౧載

๑整ඍ 公ద個人
೟証๑改正
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୉ྖのデータをೖ々継କして取ಚしていることで、機械学習システムが絶えず進化しており高いサービス඾質を維持

個人೟証

月100ຬ回 規ໝの
データをຘ月継କして取ಚ

(1) ౲社グループによる集計。個人೟証ソリューション఑供開始以降 2022೧8月までのྩ計೟証回数。ಋ一ユーザによる෵数回ཤ༽があり、໌寄せを行っていないため、චずしもユニーク件数ではありません
(2) ITR ｢ITR Market View：アイデンティティ・アクセス管ཀྵ / 個人೟証型セキュリティ市場 2022｣eKYC市場：ベンダーพജ上金額シェア（2019೧ౕ実績〜2021೧ౕ༩଎）

eKYCシェア3೧࿊କ

No. 1 (2)

これまでのྩ計ཤ༽回数

1,720ຬ (1)

安全性向上
෈正データを学習し、
ಋ一の෈正を๹止

ཤส性向上
正解データを学習し、
೟証精ౕが高まる

1. データྖが高඾質を生み出し、
2. 事業者から高い඲価をಚて、
3. それによりまたଡくのデータを取ಚ

೟証はデータྖがଡければଡいほど
ཤส性・安全性が向上する

౲社グループは現在、
eKYC（オンラインຌ人確೟）の

No.1プレーヤーである
ཤ༽回数は継କしてଁ加஦

という好循環サイクルを実現

౲社グループの強み：ビッグデータによる機械学習精ౕの高さB-1
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自社でサービスを所༙・運営し、自社でデータを取ಚ・ฯ管することにより、高い収益性を実現

個人೟証

ユーザー

ソフトウェア
開൅

ฯ守・メンテ

開൅ඇ༽
ฯ守ඇ༽౵

サービス఑供

事業者

サービスཤ༽
データ఑供

SW開൅ (2)

SIer

AI開൅

ཤ༽ྋ

サービス

(1) 各ࣆ業ंが「ユーザー޴けサービス」にてユーザーにଲして課金するもので、౲ऀグループが課金するものではありません
(2) ソフトウェア開൅

＊一ൢదにAIの権ཤ、データは事業者に帰଒

サービス఑供

事業者

ユーザー向けサービス

ユーザー

ཤ༽ྋ (1)

データ఑供

自社データベース機械学習

自社サービス

ཤ༽ྋ

ビジネスモデル
のಝ௅

高い૊ཤི 自社サービスを所༙・運営するビジネスモデルであり、
಍೘事業者の業種・規ໝを໲わず、ಋ༹のサービスを఑供しているので૊ཤིが高い

高い参೘障ป 自社で取ಚしたデータで機械学習による೟証精ౕ向上や事業者横இ型サービス఑供が可೵となり、
データがଁえるほど、サービスの価஍が向上し、競૬༑位性が高まる

高い契༁継କི ಍೘事業者におけるユーザー向けサービスにૌみ込む形のサービスಝ性上、
競合への乗り換えが困ೋ（現在までの実績はゼロ件）

（1）౲社グループのビジネスモデル （2）AIを఑供する一ൢదなSIerのビジネスモデル

データベース

サービスཤ༽

ૌみ込み

౲社グループの強み：高い収益性を実現するビジネスモデルB-2
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B-3 個人೟証

(1) ౲社グループによる集計。2022೧10月຦時఼における実績。契༁済・಼ఈ済事業者を含む合計

௪信業
᷄NTTドコモ KDDI᷄

金༧業
᷄ゆうちょ銀行 三ඝUFJ信୙銀行᷄
LINE証券᷄ ᷄bitFlyer

金༧業や௪信業を஦心に
顧客実績

140 社以上

セキュリティགྷ件が厳しい
୉手金༧機関や௪信会社が಍೘

(1)

౲社グループの強み：リーディングカンパニーへの಍೘実績
金༧業や௪信業を஦心として、業界のリーディングカンパニーへの಍೘実績があり、高いセキュリティ水準をクリア
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୉手金༧機関に採༽される高඾質なeKYCを、൜༽化して顧客企業のサービスにૌみ込んでఴ開する

個人೟証

製඾形式
カスタム製඾

� ୉手金༧に求められる
高セキュリティ基準

� 自社データฯ༙による
機械学習効果

データฯ༙
はしない

ఁ価格プランの఑供も
開始

競合C社
� ఽ౹ద୉手Sier
� ୉手企業向けカスタム開൅

競合A社
データฯ༙は
しない

競合D社
� ஦小システムベンダー
� 開൅受୙業者

競合B社
୉手金༧向け
セキュリティ基準
をຮたせない

製඾形式
൜༽化製඾

主な顧客૜
஦小企業

主な顧客૜
୉手企業

Liquid

B ౲社グループの強み：eKYCに関する競合とのർ較
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఑供価஍
安心・簡ୱにཤ༽できる

モノ・サービスの
個人最న化

఑供価஍
事業者が個人情ๅを

安心・簡ୱにཤ༽できる
データ基൭

成ௗ戦ྲྀ：IoP実現に向けたAIクラウド基൭（IoP cloud）の進化

30

個人情ๅ活༽の೘口となる個人೟証での更なる成ௗ、個人情ๅ活༽のགྷとなる個人最న化、その先の個人情ๅ管ཀྵでの成ௗを計画

C

಍
೘
事
業

小ജ業

アパレル・ブランド

消ඇ財メーカー

生活産業

産業の「川上」へのഀ及

成ௗをକけるAIクラウド基൭（IoP Cloud）

Step 2
個人最న化

Step 3
個人情ๅ管ཀྵ

఑供価஍

安心・簡ୱにཤ༽できる
個人೟証

Step 1
個人೟証

B2B2C

B2B2C

B2B2C

業界಼のシェア拡୉・ଠ業種への拡୉

金༧ ෈ಊ産௪信

教育 医ྏ 決済

CtoCWEBサービス

಍
೘
事
業

成ௗをକけるAIクラウド基൭（IoP Cloud）
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成ௗ戦ྲྀ：既ଚ業界におけるシェア拡୉

31

各業界のリーディングカンパニーに಍೘しており、஦小規ໝ企業への಍೘により、シェア拡୉を໪指す

C-1 Step1: 個人೟証

市場 国಼eKYC市場全ର 金༧業 ௪信業 サービス業

౲社
グループの
シェア (1)

TODAY
� 金༧業・௪信業など高いセキュ
リティགྷ件を求められる業種に
集஦して಍೘

� 銀行・ネット銀行・証券・カー
ド౵、金༧業におけるリーディ
ング・カンパニーへの಍೘実績

� ௪信キャリア୉手、系྽格安
キャリア、光回線୉手での಍೘
実績

� マッチングサービス、シェアリ
ングサービス౵、厳格なຌ人確
೟を求める事業者での಍೘実績

成ௗ戦ྲྀ

� ゲーム、Web 3.0など、高いセ
キュリティが求められる業種へ
の拡௃

� オンライン教育、ネット診ྏな
ど生活のDX化の浸ಃに応じて
拡௃

� ஏ๏金༧など஦小規ໝ企業への
಍೘

� 銀行で採༽されていることを基
൭にஏ๏自治ରでのワンストッ
プ೟証の実現

� キャリア෉ଵサービス（金༧
ଠ）でのཤ༽ଇ進

� ಍೘済事業者಼でのeKYCを活༽
するシーンや割合の拡୉

� これまで金༧・௪信業の市場開
୕を先行してきたため、サービ
ス業向けは開୕༪ஏあり

� eKYCのఁ価格プランによる಍೘
ଇ進

23.3% 30.3% 33.3%

8.2%

(1) ITR ｢ITR Market View：アイデンティティ・アクセス管ཀྵ / 個人೟証型セキュリティ市場 2022｣eKYC市場：ベンダーพജ上金額シェア（2021೧ౕ༩଎）をもとに各円グラフを作成
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成ௗ戦ྲྀ：新規業界へのఴ開

32

サービス඾質のགྷ求が厳しい୉手企業向けにകった技術ྙ・データྙで、஦小規ໝ企業や新たな業界への縦・横ఴ開をしていく

C-2 Step1: 個人೟証

勝ちパターンによる
加ଐౕద

ఴ開を開始

今後拡୉༩ఈの業界トップシェア獲ಚ済み 主གྷ業界 (1)

各
業
界
಼
で
の
深
耕

証券業界銀行業界

資金移ಊ業界仮想௪貨業界 クレカ業界

௪信業界

31社 12社 29社

15社 13社 11社

医ྏ業界

教育業界

シェアリングサービス

マッチングサービス

（縦軸：各業界಼での深耕）
୉手企業向けでകった「個人೟証の自ಊ化技術」と「セキュリティ技術」
を஦小規ໝ企業にも఑供開始

（横軸：新たな業界へのఴ開）
高いセキュリティ基൭を運༽してきた既ଚ業界での経験を活かして෱広い
業種がཤ༽できるプランを開始

(1) ౲社グループによる集計。2022೧10月຦時఼における実績。契༁済・಼ఈ済事業者を含む合計
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成ௗ戦ྲྀ：機೵௧加によるアップセルఴ開

33

eKYC（ຌ人確೟）を಍೘している企業に、Auth（౲人೟証）などの௧加機೵でアップセルをఴ開していく

C-3 Step1: 個人೟証

೟証市場全ରへఴ開
eKYC（ຌ人確೟） eKYC（ຌ人確೟）

Auth（౲人೟証）

eKYCでட積したデータを
活༽したAuth（౲人೟証）

の఑供開始

新規取り組み：ຌ人確೟サービス಍೘済みの事業者にଲして、既ଚデータを使った౲人೟証サービスを఑供

LIQUID eKYC
ᶅຌ人確೟書ྪと顔を撮影してクラウドにૻ信
ᶆຌ人確೟書ྪ上の顔と撮影した顔を照合
ᶇຌ人確೟の結果をศ却
ᶈ顔情ๅはデータベースにฯ管

LIQUID Auth
ᶉ顔のみを撮影してクラウドにૻ信
ᶊデータベースにฯ管していたຌ人確೟済の顔と
新たに撮影した顔を照合

ᶋ౲人೟証の結果をศ却
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成ௗ戦ྲྀ：個人最న化྘域による更なる事業拡୉

34

個人೟証にକいて、「個人データのཤ活༽＝個人最న化」の྘域での成ௗを進めていく

C-4 Step2: 個人最న化

製ଆ工ఖまでDX化した
衣ෲのカスタムメイド

ಉく・฽らすをสཤに
するサービス

パーソナライズされた
食඾の購ഛ

個人೟証と個人最న化
で事業を拡୉

住

衣

食

あらゆる業界のデジタルサービスの
基൭である個人೟証を఑供

ೖ常生活のデジタルサービスを
推進する個人最న化を఑供

個人೟証ソリューション 個人最న化ソリューションAIクラウド基൭
（IoP Cloud）
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成ௗ戦ྲྀ：個人೟証でകった事業モデルで個人最న化も拡୉ Step2: 個人最న化

35

「個人最న化」についても、ଲ象྘域の୉手企業から先行して಍೘が進んでいる

C-4

AIクラウド基൭
（IoP Cloud）個人೟証ソリューション 個人最న化ソリューション

各྘域でフェーズが進行஦
「個人೟証」でകった事業モデルをఴ開していく

୉手企業から಍೘先行し、高඾質、データの
୉規ໝ化、セキュリティで参೘障ปを形成

୉手企業Aでの಍೘（限ఈ൥囲）

୉手企業Bでの಍೘（限ఈ൥囲）

୉手企業Aでのన༽൥囲拡୉

そのଠの୉手企業での಍೘加ଐ

住

衣 食

業界ඬ準化
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事業者が個人情ๅ管ཀྵをすることなく、安全かつ簡ୱにAIクラウド基൭（IoP Cloud）をཤ༽できるプラットフォーム構஛を見込む

C-4

ユーザー

サービス

事業者
データ

サービス

サービス

データ

データをཤ༽したいが個人情ๅをฯ管したくない事業者 (1)

(1) ಙ໌化・ユーザーからのಋ意取ಚなど、個人情ๅฯ護๑において໲ୌとならない๏๑で情ๅ఑供を行う૟ఈ

Step3: 個人情ๅ管ཀྵ

Step1: 個人೟証 Step2: 個人最న化

ຌ人೟証

౲人೟証

෈正検எ

データベース

データ
住

衣

食

೟証 Liquid

MYCITY

IDEAL
SYMBOL

FANTRY

成ௗ戦ྲྀ：個人೟証・個人最న化で取ಚしたデータを఑供



© ELEMENTS, Inc. All Rights Reserved.

໪次

会社概གྷ

個人೟証ソリューション

グループハイライト
市場のຳྙ
౲社グループの強み
成ௗ戦ྲྀ

財ແハイライト

01

02

03

04

A

B

C
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૓業以པଁ収継କであり、19೧11月期以降はIoP Cloud事業が急ଐに成ௗし、ಝに個人೟証ソリューションについては高い成ௗを実現

38

࿊結ജ上高について

࿊結ജ上高の推移 個人೟証ソリューション ജ上高の推移

IoP Cloud事業がຌ格商༽化

CAGR 78%

1,208
855

500

0

1,000

1,500

（ඨຬ円）

949

1,634
1.362

500

0

1,000

2,000

（ඨຬ円）

1,500

2021೧11月期
実績

2020೧11月期
実績

2022೧11月期
見込(1)

のफ益モデルܗਕ೟ৄソリューションはストックݺ

2021೧11月期
実績

2020೧11月期
実績

2022೧11月期
見込(1)

381

(1) ຌ資ྋ作成時఼での見込஍であり、ร更される可೵性があります
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主གྷ経営指ඬ：個人೟証ソリューションの೟証回数
個人೟証ソリューションにおけるཤ༽は೧々ଁ加し、ྩ計೟証回数（ฯ༙データ数）は1,700ຬ回 (1)を௔えて推移

(1) ౲社グループによる集計。2022೧８月຦時఼における実績。ಋ一ユーザによる෵数回ཤ༽があり、໌寄せを行っていないため、චずしもユニーク回数ではありません

� 2022೧8月຦時఼でྩ計೟証回数（ฯ༙
データ数）は1,700ຬ回௔ (1)

� ฯ༙しているデータྖが機械学習を強化し、
サービス඾質でଠ社を差พ化できるため、
౲該データྖが参೘障ปとなる

2021೧11月期
実績

2020೧11月期
実績

945
648

500

0

1,000

（ຬ回）

1,500

2022೧11月期
୊３四ൔ期

実績

2,000

121

1,720

775

127

ୱ೧ౕ

ྩ計

೟証回数推移
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収益性の推移
事業フェーズの進ṁに合わせて、ജ上૱ཤ益・営業ཤ益は改善傾向

� ജ上૱ཤ益ིの高い個人೟証ソリューションのജ上高割合ଁ加や
原価ఁ減活ಊにより、ജ上૱ཤ益ིが೧々改善傾向

� 2021೧11月期までは、AI学習基൭・セキュリティ基൭・安ఈ運༽基൭へ
の౦資により、୉෱な赤字

� 事業フェーズの進ṁに合わせて、営業ཤ益ིが改善

ജ上૱ཤ益の推移 営業ཤ益の推移

949 

1,362 
1,634 

498 
816 

1,068 

52%

60%
65%
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2,000

2020೧11月期
実績

2021೧11月期
実績

2022೧11月期
見込

(ඨຬ円） ജ上高 ജ上૱ཤ益 ജ上૱ཤ益ི

949 
1,362 1,634 

▲ 927 ▲ 706 ▲ 556

-97%
-52%

-34%

-100%

-50%

0%

50%

100%

-1,500

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2020೧11月期
実績

2021೧11月期
実績

2022೧11月期
見込

(ඨຬ円） ജ上高 営業ཤ益 営業ཤ益ི

(1) ຌ資ྋ作成時఼での見込஍であり、ร更される可೵性があります

(1) (1)
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グループ全社のඇ༽構ଆ

41

プロダクトへの౦資が஦心のඇ༽構ଆ

� インバウンド型営業かつ従ྖ課金型であるため、൤管ඇ
に占める営業ඇ༽（Sales & Marketing）の割合がఁい

� ൤管ඇの୉ൔが、AIクラウド基൭のための基礎研究及び
成ௗのための開൅ඇ༽（Research & Development）

（1）下記で区෾しております。会計監査を受けた数஍ではありません
S&M= Sales and Marketingのྲྀ。൤ജଇ進に係る広告宣ఽඇ、営業人員の人件ඇおよび関࿊する経ඇ
R&D = Research and Developmentのྲྀ。開൅に係るエンジニアの人件ඇや関࿊する経ඇ
G&A＝General and Administrativeのྲྀ。コーポレート෨໵の人件ඇや関࿊する経ඇ

（2） 2022೧11月期୊３四ൔ期実績は監査前の数஍であり、ร更される可೵性があります

൤管ඇ಼༃

൤管ඇ಼༃

S&M

17%

G&A

22%

R&D

61%

2022೧11月期୊３四ൔ期実績 (2)

（1）
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グループ全社のཤ益構ଆ
୉規ໝなAIクラウド基൭ (IoP Cloud)の研究が進み、個人೟証は成ௗフェーズに進行、個人最న化も応༽研究の最終フェーズに進行

研究・
開൅ 商༽化

時間軸

営業ཤ益

1サービスあたりの
営業ཤ益サイクル

成ௗ

研究開൅を終え、ജ上高がଝ益෾岐఼を上回ると
営業ཤ益が拡୉するཤ益モデル

既にཱིち上がった
個人೟証サービス

現在ཱིち上げ஦の
個人最న化サービス群

૓業からの研究・開൅期の౦資が終྅
྘域ຘの応༽研究を行い、新サービスの継କ౦೘のஊ階

研究・開൅期 成ௗ・ଡఴ開期 成ௗ加ଐ期

Today

時間軸

営業ཤ益

サービスพサイクル概೨図 全ରサイクル概೨図
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顧客拡୉

サービスのフェーズ
各ソリューションにて商༽化・事業化がಋ時進行

個人೟証 機೵改善・新機೵௧加 さらなる事業拡୉

現在

個人最న化

会社・プロジェクト

機೵改善
新機೵௧加実ૹ・商༽化 改修 顧客拡୉

Liquid (1)

MYCITY (1)

SYMBOL (2)

IDEAL (3)

FANTRY (4)

ソリューション

商༽化・改修 機೵改善
新機೵௧加

さらなる
事業拡୉顧客拡୉

各ソリューションのパイプラインの状況

(1) ౲社の100%࿊結子会社 (2) ౲社が44%出資する持෾๑న༽関࿊会社 (3) ౲社が51%出資する࿊結子会社 (4) ౲社のプロジェクト໌
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2020೧11月期
（実績）

2021೧11月期
（実績）

2022೧11月期
（༩૟）

ജ上高 949ඨຬ円 1,362ඨຬ円 1,634ඨຬ円

営業ଝ失（△） △927ඨຬ円 △706ඨຬ円 △556ඨຬ円

経常ଝ失（△） △935ඨຬ円 △695ඨຬ円 △566ඨຬ円

親会社に帰଒する
౲期純ଝ失（△） △800ඨຬ円 △569ඨຬ円 △520ඨຬ円

2022೧11月期 業績༩想

44

౲社グループのIoP Cloud事業は、ௗ期にわたる成ௗのスタートラインにཱིっている

(1) ຌ資ྋ作成時఼での見込஍であり、ร更される可೵性があります

(1)
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主གྷなリスク リスクଲ応策

ಝఈのサービ
スへの依ଚに
ついて

౲社グループは個人೟証ソリューションにおいて、オンラインຌ人確೟サー
ビス「LIQUID eKYC」を఑供しておりますが、2022೧10月຦時఼で、
「LIQUID eKYC」のജ上高は、グループ全ରの７割以上を占めております。
౲該割合に関しては、今後รわる可೵性がありますが、ജ上高の໚で૮౲ఖ
ౕの依ଚがある状ସにあります。

当社䜾䝹䞊䝥は各領域において事業䜢展開す䜛ことで事業䝸䝇䜽の分散䜢今後も行っていく方針です。
今後の成ௗに向けて次なる事業の஬を確ཱིすべく、個人最న化ソリューションなどの新規事業
開൅に౔めております。これらの開൅により、ಝఈサービスへの依ଚౕఁ下に౔めてまいりま
す。

新規サービス
の黒字化にௗ
期間གྷするこ
とについて

౲社グループが、「AIクラウド基൭（IoP Cloud）」を軸に事業者向けに༹々
なサービスを఑供するためには、実証実験౵にて社会実ૹに向けたགྷ൳൓ఈ
を経て、機೵を開൅するචགྷがあります。新たな事業を開始する際は、こう
した研究・開൅及び商༽化（実証実験を含む）、そしてその先の成ௗを見込
んでおりますが、新規機೵やサービスの開൅஥手以降、商༽化やその先の成
ௗが૟ఈ௪り進まない場合は、黒字化までௗ期間གྷする可೵性があります。
さらに、ຌ格運༽がスタートした後も軌ಕに乗ったఴ開ができるとは限らず、
๏針のร更や見௜し、భୂ౵何らかの໲ୌが൅生する可೵性も૟ఈされます。

「AIクラウド基൭（IoP Cloud）」䜢各事業者または産業固有の䜸䝨䝺䞊䝅䝵䞁䞉䝣䝻䞊に対応した
設計䜢行うためには、そ䜜ぞ䜜の事業者または産業の特徴䜢理解す䜛必要があ䜚ます。価஍が高い
サービスを఑供するには、୉ྖのデータをೖ々取ಚできる、効ིదな機械学習環境を整ඍする
ことが༙効であると౲社グループは考えており、ೖ常生活の自然な಍線上でユーザーにお使い
௘けるよう、ユーザビリティの高い自社サービスの設計と඾質の維持を心がけております。こ
䜜によ䜚、新規䝃䞊䝡䝇の早期黒字化䜢目指してまい䜚ます。

情ๅセキュリ
ティଲ策につ
いて

外෨の෈正アクセスによる場合や౲社グループから情ๅの࿛洩౵が൅生した
場合には、ଝ害ഝ償責೜をෝう可೵性があるほか、౲社グループが企業とし
ての社会ద信༽を૗失し、౲社グループの事業、財政状ସ及び経営成績に影
響を及ぼす可೵性があります。

౲社グループはຌ人೟証関࿊サービス఑供する事業者として、厳重な情ๅセキュリティ管ཀྵର
制のもと自社಼の情ๅを管ཀྵしています。また、࿊結子会社の株式会社Liquidにおいては、情
ๅセキュリティマネジメントシステム (ISMS)の国際ඬ準規格である「ISO/IEC 27001」及び国
಼規格である「JIS Q 27001」の೟証を取ಚし、情ๅ管ཀྵについての各種規ఖをఈめて運༽し、
従業員への教育をఈ期దに実施する౵、情ๅ管ཀྵのଲ策を講じております。また、金༧機関か
らはFISCの安全ଲ策基準（金༧ுが金༧機関のシステム管ཀྵର制を検査する際に使༽する基
準）や「金༧෾໼における個人情ๅฯ護に関するガイドライン」に準じたର制の構஛・運༽し
ていることを確೟するためのチェックดびに監査౵委員及び಼෨監査୴౲者による監査を受け
ております。また主གྷなサービスに使༽するアプリケーションには外෨のセキュリティ事業者
によるఈ期దな脆弱性診இを実施し、機ື情ๅを含むデータ・ベースへのアクセス可೵者を限
ఈし、アクセスསྼを記࿧するなど、外෨の෈正アクセス๹止や౲社グループの従業員による
情ๅ࿛洩への関༫をາ然に๹ぐી஖を講じております。

リスク情ๅ

45

౦資者の൓இに重གྷな影響を及ぼす可೵性があると೟識する主གྷリスクとଲ応策は以下の௪りです

※ 詳細情ๅ及びそのଠのリスク情ๅについては、新規上場申請のための༙価証券ๅ告書「୊್෨企業情ๅ ୊２事業の状況 ２事業౵のリスク」をご参照ください
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� ຌ資ྋは、情ๅ఑供のみを໪దとして作成しています。

� ຌ資ྋは、ೖຌ、ธ国、そのଠのஏ域における༙価証券の൤ജの勧༢や購೘の勧༢を໪దとしたものではありません。

� ຌ資ྋには、将པの見௪しに関する記述が含まれています。これら将པの見௪しに関する記述は、౲該記述を作成した時఼における情ๅ
に基づいて作成されています。これらの記述は、将པの結果や業績をฯ証するものではありません。このような将པ༩଎に関する記述に
は、既எおよびາஎのリスクや෈確実性が含まれており、その結果、将པの実際の業績や財ແ状況は、将པ༩૟に関する記述によって໎
示దまたは໩示దに示された将པの業績や結果の༩଎とは୉きく異なる可೵性があります。

� 上記の実際の結果に影響を༫えるགྷ因としては、国಼および国際దな経済状況のร化や、౲社グループが事業をఴ開する業界のಊ向など
が含まれますが、これらに限られるものではありません。

� また、౲社グループ以外の事項・ૌ織に関する情ๅは、一ൢに公開されている情ๅに基づいており、౲社グループはそのような一ൢに公
開されている情ๅの正確性やన切性を検証しておらず、ฯ証しておりません。

� 次回のຌ資ྋの更新は、2023೧11月期の決算൅න時を໪処に実施する༩ఈです。

ຌ資ྋの取り扱いについて

46
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D o  n o t  p l a y  d i c e  w i t h  u n i v e r s e

自෾自身が世界のགྷ素となる
๏ఖ式を創りକける

Know You! Fit You!
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